





































































































































































































































































































































































































もう一度確認いたしますと、2ページ目の真ん中の右側ですね。“Environment Identity (EID) Scale”
と書いてあります。一番大事なタイトルが抜けており失礼いたしました。あと 2 か所あるのですが、





































































































すね、それから“interests in sustainable environment ”持続的環境への関心、それから“interests in 
biodiversity”生物多様性への関心、そして“fairness on judgment”判断の公正性、そして“affinity to 
environment”環境親和感ですね、そして“interests in the resolution of environment problems” と
いうことで環境問題解決への関心、そして“negative attitude toward environment problems”否定的
な態度、そして第 8因子として出てきたのが“sustainable well-being”。先ほども少しご紹介いただき
ましたけれども、環境や将来の世代に負担をかけないで幸福を追求することが重要である、といった
様な項目ということになります。そして最後に、“affinity to social diversity”と。これらの側面を含
むものとしてサスティナブルなマインド、心性という呼び方をしているわけですが、これはどうも、
私は Milfontさんの開発した pro-environmental attitude scale を妥当性の指標として使ったのです
が、それと関連性を見てみると、ここに示したように、私の方のスケールと、それからMilfontさん
のスケールの 4つの因子、これは因子分析ですけれども、第 1因子とそれから第 3因子が私の方の因
子、それから第 2因子と第 4因子が Milfontさんの因子という風に別れまして、それぞれ違うものを















だければと思います。特に well-being の側面ですね、所謂 SWLS という Diener のスケールである
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に分かるのですけれども、中国の人はそういう風に思っていないのではないかなと少し思ったので。
開発し尽くされているというところですね、そこが少し引っかかるのですけれども、何か説明の論理
はあるのでしょうか。 
 
●Susan Clayton 
おっしゃっていることは確かにその通りだと思います。中国の方は、あまり考えずにごみを捨てる
だとかそういうこともありますし、動物を扱うということも、あまり動物を尊重するとかそういうよ
うなことはありませんが、先ほどの相関というのは、だからといって環境アイデンティティが高いで
すというわけではありません。環境に関する関心は低いと言わざるを得ないかもしれません。ただ、
研究の中で、詳細は忘れてしまったのですけれども、環境に対する態度を予測するものというのが、
中国とアメリカでは違うのです。もちろん、私たちは自然の一部なのだから自然を使って当たり前だ
と、そういった考えはあると思います。色々な理由があってそうなっているのですけれども、まず中
国の人たちは、これから生き残るために経済をとにかく強くしなくてはならないというところに、社
会主義的な考えからか、強くそういう思いがあるのだと思います。この辺りはもう少し研究を進める
べき分野ではないかなと思います。 
 
●司会（大島） 
はい、ありがとうございました。よろしいですか。あとはいかがでしょうか。 
一応 5時までの予定でしたので、すでに過ぎていますので、もしご質問が無ければ終わりにしたい
と思います。 
最初に申し上げたのですけれども、コンサベーションという言葉から、文化差というのが色々な面
で出ているなということを今のディスカッションを聞きながら思いました。今日のお話、特にアイデ
ンティティあるいはセルフといったものが、恐らくアメリカでご研究なさっているのと、われわれが
日本で感じるものとの微妙な違いというものがあるのかなというようなことを感じていました。これ
からぜひとも、もう少しコンタクトを取りながらわれわれの研究をみていただき、堀毛先生もそのよ
うなアプローチをなさったのですけれども、コメントをいただき、それからまた先生の研究をご発表
いただいてディスカッションをするという、そういう機会ができればいいなという風に、非常に強く
思いました。 
今日は本当にいいお話をありがとうございました。Clayton 先生にもう一度拍手をお願いいたしま
す。 
それでは、セミナーの方はこれで終わりにさせていただきます。どうもありがとうございました。 
 
 
